
 

令和５年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立 三室 中学校 ）     学校番号 ２１６                            【様式】 

目 指 す 学 校 像 
○自ら学ぶ生徒の育成 ○心豊かな生徒の育成 ○健康でたくましい生徒の育成 
教職員が生徒一人ひとりに寄り添い、生徒どうしが互いに磨き合える、明るく活気のある学校を保護者や地域の方と 
いっしょにつくる 

     
 

 

          

重 点 目 標 

１ 主体的・対話的で深い学びの実現を目指す学習指導の充実 

２ 生徒と教職員との豊かな人間関係に支えられた生徒指導・教育相談の充実と安全な学習環境の整備 

３ 学校を核とした持続可能なスクール・コミュニティの構築 

４ 協力して明るく活気のある学校づくりを目指す力のある教職員の育成 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和６年２月１６日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

＜現状＞ 

○全国学力・学習状況調査において、学習への関

心や意欲に係る質問に対する肯定的な回答の割

合が国語、理科で全国平均を上回っている。 

○学校評価における「学習への満足感」に係る肯

定的な回答の割合が上昇している。 

＜課題＞ 

○さいたま市学習状況調査において、「自宅で自

分で計画を立てて勉強している」に係る質問に

対する肯定的な回答の割合が約５割にとどまっ

ている。 

○学校評価における「宿題や復習等の取組」に係

る質問に対する生徒の肯定的な回答が約７割に

とどまっている。 

・主体的・対話

的で深い学び

を目指す学習

指導の充実  

①「三室中学校の授業づくり」と「学び

のポイントじしゃク」を踏まえた授

業改善  

 →管理職、教員同士による参観及び指

導主事による要請訪問の実施 

②「三室中 GIGA スクール」「三室中読

解力向上プラン」の推進による、教

科横断的な学習や個別最適化された

学習指導の充実  

 →研究推進委員会を開催し検討・改善 

・学校運営協議会で御指摘いただいたよ

うに、学校評価「学習への満足感」

に係る質問に対する肯定的な回答の

割合が９０％を超えることができた

か。 

 

・学校評価「学習への満足感」（生徒）に係

る質問に対する肯定的な回答の割合は９

０％であり、目標をほぼ達成した。 

・指導主事を招聘し、「学びのポイントじし

ゃク」についての校内研修を実施して授業

改善を図った。 
 

Ａ 

・「学びのポイントじしゃク」を踏ま

えた授業改善への意識は高まった

が、「個別最適化された学習指導の

充実」を一層推進する必要がある。 

・次年度は「ユニバーサルデザインと

ＩＣＴの効果的な活用による授業改

善」を研究主題に設定し、より具体

的な方策を用いて個別最適化された

学びの充実に向けて研究していく。 
 

・家庭学習の充実について、生

徒や保護者のアイデアも取り

入れながら改善を図っていく

とよい。 

・ＧＩＧＡスクール構想により

学習端末を活用した授業が一

層活発に展開されているが、

その一方生徒の視力低下が懸

念される。視力低下の予防対

策について市教委の方針を確

認し実施していってほしい。 

・従前より朝読書の習慣が定着

している。国語力向上のため

にも大切な取組であると考え

る。新しい施策が次々と入っ

てきて大変だが、このよき習

慣は崩さないでほしい。 

・生徒の学習に

対する不安感

の 解 消 及 び

ICT を活用し

た望ましい家

庭学習習慣の

定着 

①ユニバーサルデザインの考え方を取り

入れた授業づくりの推進 

 →校内研修会、授業研究会の実施 

②デジタルコンテンツ等を活用した家庭

学習習慣の定着 

 →学習型タブレット端末の持ち帰りを

推奨 

・ユニバーサルデザインの考え方を取り

入れた授業づくりに係る校内研修を

実施することができたか。 

・学校評価「宿題や復習に自主的に取り

組む」に係る質問に対する肯定的な

回答の割合が増加することができた

か。 

・本校特別支援教育コーディネーターによる

「ユニバーサルデザインの考え方を取り入

れた授業づくり」に係る校内研修を実施し

研究推進委員会を中心に推進を図った。 

・学校評価「宿題や復習に自主的に取り組

む」（生徒）に係る質問に対する肯定的な

回答の割合は前年 70％から 64％に減少した 

Ｂ 

・家庭学習習慣の定着を図るため学習

型タブレット端末の持ち帰りを推奨

し宿題の配信や課題のクラウド上で

の提出等に積極的に取り組んだが家

庭学習の自主がは減少した。 

・ＩＣＴの効果的活用についての研究

を通じて有効策を検討していく。 
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＜現状＞ 

○全国学力・学習状況調査及び市の学習状況調査

において、「学校に行くのが楽しい」と回答す

る生徒は約９割に上昇している。 

○学校評価における「生徒や保護者からの相談を

受ける体制」に係る質問に対する肯定的な回答

の割合が約９割に上昇している。 

＜課題＞ 

○コロナ禍で生徒の主体的な活動を促進し、エイ

ジェンシーを育成する場面が少なかった。 

〇開校４４年目を迎え、施設・設備に老朽化が目

立つようになってきている。 

 

・生徒と教職員

との豊かな人

間関係に支え

られた生徒指

導・教育相談

の充実 

①個別最適化された学習環境の整備及び

関係機関との連携 

②「三室中いじめ防止基本方針」に基づ

くいじめ防止対策の推進 

③校則見直しプロジェクトを通じたエイ

ジェンシーの育成（通年） 

・学校評価「生徒の悩みをしっかり聞

く」に係る質問に対する肯定的な回答

の割合が増加することができたか。 

・学校評価「落ち着いていてよい雰囲

気」に係る質問に対する肯定的な回答

の割合が増加することができたか。 

・学校評価「生徒の悩みをしっかり聞く」

（生徒）に係る質問に対する肯定的な回答

の割合が前年９３％から９４．３％に増加

した。 

・学校評価「落ち着いていてよい雰囲気」

（生徒）に係る質問に対する肯定的な回答

の割合が前年８５％から８２．９％に減少

した。 

Ｂ 

・今日的な生徒指導・教育相談に対応

するため全職員が生徒に寄り添う指

導を心掛けている一方、校外での生

徒の問題行動が多かった。 

・保護者との連絡を密に行うととも

に、全校や学年集会等を通じて毅然

としたガイダンスを行い、規範意識

の向上に努める。 
 

・先生方が生徒に寄り添い、

個々の悩みや相談事に丁寧に

対応する体制ができている。

生徒が先生を信頼している証

であるが、三室中学校に長く

在籍している先生が比較的多

いことが影響していると考え

られる。 

・来年度体育館のエアコン設置

工事が始まるのはよかった。

引き続き武道場のエアコン設

置についても市や市教委に要

望したい。 

・施設管理の徹

底による、安

全で衛生的な

学習環境の充

実 

①校舎内外を巡回し、危険個所、修繕箇

所等の確認 

②修繕箇所に対する優先順位の設定と市

教委との連携 

→トイレ、武道場天井、バスケゴール 

・優先順位の高い修繕希望箇所について

着工への道筋をつけることができた

か。 

 

・年度当初から修繕箇所に優先順位を付け、

武道場の天井修繕、バスケットボールゴー

ルを電動巻き式にて修繕、職員・来賓トイ

レのウォシュレット化、キュービクルの配

線修繕を完了した。 

Ａ 

・次年度体育館のエアコン設置工事が

始まるため、円滑な施工と安全確保

に努めるとともに、武道場のエアコ

ン設置についても引き続き市へ要望

していく。 
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＜現状＞ 

○昨年度学校運営協議会を立ち上げ、目指す生徒

の姿を、家庭、地域、地元の企業などに広め、

地域に集う全ての人々と共有できるようにする

ること、そのために学校の抱える課題について

積極的に情報提供し、課題の解決に向けた方策

について検討することを確認した。 

＜課題＞ 

〇コロナ禍において、地域行事への生徒の参加が

難しい状況が続いていたため、これまで自粛し

ていた行事の復活とともに、生徒を積極的に地

域へと送り出し、地域に愛され、地域に貢献で

きる生徒を育成する必要がある。 

・学校 HP や学校

ICT を活用し

た教育活動に

係る積極的な

情報発信 

 

①地域に開かれた学校づくりの一層の推

進 

→学校だよりや学校ＨＰ、安心メールに

よる積極的な情報発信 

→ゲストティーチャーによる地域の文化 

について学ぶ授業の実施 

・学校評価における「情報公開」に係る

質問に対する肯定的な回答の割合が増

加することができたか。 

・保護者との情報配信アプリ「スクリレ」を

新たに導入し紙媒体以外の連絡通信手段を

獲得し好評を得ている。 

・学校評価における「情報公開」（保護者）

に係る質問に対する肯定的な回答の割合が

前年９１％から９３％に増加した。 

Ａ 

・情報配信アプリ「スクリレ」の導入

により、次年度紙の大幅な削減を図

りたいが、保護者や地域のニーズや

意見を把握した上で慎重に進めてい

く必要がある。 

 

・竜神祭りへのボランティア参

加に始まり、大変精力的に地

域行事に参画してくれた。特

に避難所設置訓練への参加は

画期的で高齢化が進む現状に

新たな風を吹きこみ、中学生

が大変頼もしく思えた。 

・学校の教育方針が学校だより

によく表れており、それが実

際によく体現されている。 

・スクリレの導入は大変有意義

だった。今後個々の家庭に配

慮しながら紙の配付と併せて

検討していく必要がある。 

・持続可能なス

クール・コミ

ュニティの構

築と地域連携

の一層の推進   

①学校運営協議会を中心としたスクール

コミュニティの形成 

 →地域の祭り、三室小 150 周年行事、

その他地域行事への生徒ボランティア

派遣 

②学校ファームを中心とした地域人材の

活用 

 →地域の農家を指導者とした学校ファ

ームの運営及び物販活動 

・学校評価における「地域との連携」に

係る質問に対する肯定的な回答の割合

が増加することができたか。 

・「学校ファーム」をはじめ、「竜神祭」

「みむろっ子祭り」「避難所設置訓練」

「見沼田んぼキレイキレイ大作戦」等、地

域と多くの交流を図ることができた。 

・学校評価における「地域との連携」（保護

者）に係る質問に対する肯定的な回答の割

合が前年９１％から９２％に増加した。 

Ａ 

・ＰＴＡが時代の流れに沿った組織改

編を行い、業務内容の大幅な削減を

図った。その分、コミュニティスク

ールが学校を支える基盤を担う存在

となることが益々期待される。 

・学校運営協議会の人数増を図るとと

もに、より強固な協力体制を構築す

る。 

4 

＜現状＞ 

○ＩＣＴの優位性を生かした業務改善が進み、

Teams をはじめとする各種ツールを用いた情報

の共有化、作業の簡略化が進んでいる。 

○研究推進委員会を月に３回程度のペースで実施

し計画的、組織的に校内研修を進めている。 

＜課題＞ 

○平均年齢が若い職員集団となっており、経験豊

富な教員や ICT 活用スキルの高い教員に仕事が

集中することがある。 

〇年度末の事務処理作業に膨大な時間を要するた

め次年度の教育課程の綿密な計画・準備に充て

る時間の確保が難しい。 

・ワークライフ

バランスを重

視した真の働

き方改革の実

現及びキャリ

アに応じた教

職員研修受講

の推進 

 

 

 

 

①授業計画及び余剰授業時数の管理と教

育課程の弾力的運用 

 →授業の進捗状況と余剰時間を確認

後、年度末の事務処理従事時間を十分

に確保 

②管理職・学年主任のマネジメントによ

る全職員のワークライフバランスの充

実 

 →計画的年休の取得推進 

③キャリアステージに応じた教職員研修

の受講を推奨 

 →当初面談によるキャリアの振り返

り、自主研修一覧等の活用 

・授業の進捗状況と余剰時間を計画的に

管理し、年度末に十分な事務処理従事

時間を確保することができたか。 

・職員の年休取得率を向上させることが

できたか。 

・職員の自主研修参加率を向上させるこ

とができたか。 

・授業の進捗状況と余剰時間を計画的に管理

し、３月の第２週から午後の授業をカット

することにより十分な事務処理従事時間を

確保することができた。 

・職員の一人当たりの年休取得率の平均が前

年２１．５％から２９．２％に増加した。 

・キャリア振り返りシートを活用した年度当

初面談の中で職員の研修受講を奨励し、管

理研修、カウンセリング応用研修、次世代

教育イノベーダー研修等、多くの自主研修

に職員を参加させることができた。 

Ａ 

・ＩＣＴを活用した業務改善について

は本校は従前より先進的な取組を行

ってきた。本年度はワークライフバ

ランスに重点を置き、管理職主導で

働き方改革を進め、数字上個々に成

果がみられた。 

・次年度は、職員間の仕事の偏りを削

減できるよう、業務の均衡化を図る

とともに、学年内の協力体制や学年

間の相互協力が一層図られるよう働

きかけを行っていく。 

 

・ＩＣＴを活用した業務改善は

必要だが、例えば保護者への

お知らせをなんでもかんでも

「学校ホームページをご覧く

ださい」のようにしてしまう

と、かえって見るのが億劫に

なってしまう方も多いと思う

ので、よく吟味して進めてい

くことが大切である。 

 


